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　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 Abstract

　　The　 purpose 　 of　this　 study 　 was 　 to　 investigate　 the　 influence　 of　 physical　 actlvity 　 on

taste　thresholds　tD　obtain 　the　knowledge　for　preventing　voluntary 　dehydration．　 Taste

thresholds　 were 　 measured 　 in　 18　 university 　 student 　athletes （baseball　players）before　 and

after 　a　routine 　training．
「
ぬste 　responses 　to　sucrose （sweet ），　NaC1 （salty ），　citric　acid （sour）

were 　tested．　The　values 　of　detection　threshold　f6r　sour 　were 　significantly 　decreased．　The

recognition 　threshold　for　salty　was 　also　significantly 　decreased，　 Otherwise　recognition

threshold　 for　 sweet 　 was 　 not 　 significant ，　 but　 prone　 to　 decrease，　 There　 was 　 also 　 rise 　 in

salivary 　 pH 　 and 　 improvement　 of　 mood 　 after 　 exercise ．　 These 　 results 　 indicate　 that　 taste

thresholds　change 　after 　physical　activity．　 This　variation 　of　taste　thresholds　could 　be

influenced　by　sweat 　loss　during　exercise ．　 These　results 　suggest 　that　the　body

biotransformation　 caused 　 by　 sweat 　 loss　 may 　 change 　 taste　 thresholds　 after 　 severe 　 physical
actlVlty．
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1 ，緒言

　暑熱下 お よ び 強度の 高 い 身休活動や競技 ス ポ ー
ッ

の た め の トレーニ ン グ で は，多量 の 発汗を伴 うこ と

が多い
2・IG．17）、ゆ え に，運動前，運動中ある い は運動

終了後に 適度な水分補給を行 い ，熱中症 の 予防 や 体

液 バ ラ ン ス の 維持 に努 め る こ とが 必要 とされ て い

る
s”，運動に伴 う多量 の 発汗が ，体水分量や 循環血

液量 を減少 させ ，こ の よ うな状況 下 で は脱水症状 を

招 き，パ フ ォ
ー

マ ン ス が 低 下す る こ とが 明 らか と

な っ て い る
1）．し か し．暑熱下 長時間 の 運動 で は ，

脱水に対する 十分な水分摂取が行なわ れずに 生 じる

疾病 発症 は 数 多い
9）
．また ，大量 の 発汗 を伴 う運動

時に水だけ を補給する と，血 中ナ トリ ウ ム濃度が低

．．
ドし，こ れを防ぐた め ，脱水状態にあるに もかかわ

らず尿 か ら水分 を排出 して しまう，い わゆ る 自発的

脱水 を引 き起 こすこ と に な る
5），した が っ て，運動

に よ る 自発的脱水を予防する ため に も適切な水分補

給が 必要とされ て い る．

　暑熱
．
ド長時間 の 発汗量 の 多 い 運 動 で は， フ レ

ー

バ ー
の ある冷た い 水や糖質 一電解質を含ん だ飲料 の

摂 取 は，水 よ りも水分摂 取量 を上 昇 させ，体重減

少
・
自発 的脱水 を抑制 す る こ と明 らか とな っ て い

る
躍 5・繝 〉．こ の こ とか ら，お い しい また は 飲 み や す

い とい っ た飲料の 快適度は，自発的脱水予 防の 重要

な要素 の ひ とつ となる と考え られ る ．こ れ まで に ，

運動 の 味覚閾値 へ の 影響 と して，Horio ♂ は非鍛錬
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者 に お い て 中程度 の 強 度 で 30分間白転車 エ ル ゴ メー

タ ー一を実施後の 甘味 ・塩味 ・うま味 の 判 断閾値は変

化 し な い と報告 し て い る ．しか し，こ の 研究 は，被

験者が非鍛 錬者で ．さら に実験室内で 26℃ に設定さ

れ た環境下 で 行 われた，ス ポ ー
ツ 選手の Fr常 ト レー

ニ ン グ に 多 く見 られ る 暑 熱 ドで の 長時閭 に わた る 運

動にお い て の 身体活動 と 味覚閾値 に 焦点 を当 て た研

究 は まだ数少な い
m ＞．

　そ こ で 本研究 で は暑熱下 で の 長時間運動に お け る

ス ポ
ー

ツ 活動が 味覚閾値 に 及 ぼ す 影響 を明 らか に す

る こ と を 日的 と した．さらに，発汗量 唾液 pH ，気

分状況変化を測定する こ とに よ り，運動に よ る 生 休

内変化 を把握 し，味覚 閾値 変化 との 関連 を検討 し

た．

　本研 究 に よ IX 運動 に よ る飲料快適度 の 変化の
一

要因とな る味覚閾値へ の 影響 を明 らか に し，ス ポ
ー

ツ 選手の 自発的脱水 を改善す る知見が得 ら れ る と考

え る．

皿．方法

A ． 被験者

　被験者は ，大学硬式野 球部 （全 日本大学野球連盟

．・
部 リ

ー
グ）に 所属 し，凵常 的 に 硬式野球 の トレ

ー

ニ ン グ を行 っ て い る 男性 18名 （19．6± 1．1歳） と し

た．実験 にあた り，前目夜か らの ア ル コ ー
ル 飲料，

カ フ ェ イ ン を含む飲料の 摂取 を禁 IL し，実験 1時間

前か ら の水以外の飲食を禁止 し た．凵常的に喫煙 し

て い る もの は い なか っ た．被験者に は 事前 に 口 頭 ・

文書に て 実験 の 内容
・
趣 旨を説明 し，参加 の 同意 を

得た ，なお．本研 究 は 筑波大学研 究倫 理委員 会の 承

認を得た 上 で実施 した，

C， 環境条件お よ び 運動負荷

　実験 は 夏季に 実施 し，運 動負荷は 野 球場 グ ラ ン ド

で の 通 常 練 習 と した．環境条件 は PMV 　LOGGER

MODEL 　PVL −500 （JMS　Inc）を用 い 測 定 した．運

動時 の 環境条件お よ び 運動 負荷 は
’
rable　lに示 した

とお り，日本体育協会の 熱中痒予防の た め の 運動 指

針 の 「警戒」の レ ベ ル で あ っ た．運動時間は 4 時

間，練習 内容 は，ウ ォ
ー ミ ン グ ア ッ プ ，キ ャ ッ チ

ボー
ル ， トス バ ッ テ ィ ン グ，実戦練習，フ リ

ーバ ッ

テ ィ ン グ，筋力 ト レーニ ン グ で ，練習時 間中の 活動

強 度 の 指 標 と し て Activity　factorを 使 用 し た．

Activity　factor は 沼尻 の 報告
2D

に 基 づ き，各 々 の 練

習 強度 に 峙間 （分） を乗 じて ，練習 時 問240分 で 除

し た もの を全 体の 平均値 と し て 算出 し た ．Activity

factor　 3．6で あっ た．

D． 測走及 び 調査項 目

1．味覚閾値

　味覚閾値 を測定する ため に，甘味 ・塩 味 ・酸味の

味溶液 に つ い て ，味覚試験 に お い て
一

般 的 に 用 い ら

れ る濃 度範囲 で 8段 階 の 等差濃度溶 液 を調製 し

た
s・　23〕．試験 方法は，金 子

8）
に よ り示 さ れ た全 凵 腔法

使用 し，溶液 の 濃度 に つ い て は予備 試験 を行 い 決定

し た．試 料 は 日
’
味 が ス ク ロ

ー
ス （O．1〜1ユ 5

g！100m1），塩 味 が 塩 化 ナ ト リ ウ ム　（O．01・一・0．15

虹ユ00m1），酸 味 が ク エ ン 酸 （0．　OO1・− O．0045

gflOOm1 ）で ，こ れ らを蒸留水で 溶解 し調製 した．試

料溶液 保存温 度 は10℃ と した． こ れ らの 溶液 を用

い ，運動負荷前後に全卩腔法で 甘味
・塩味 ・酸味の

閾値試験 を行 っ た ．試飲 は 60ccの プ ラ ス チ ッ ク 製使

い 捨て コ ッ プ に入 っ た 10mlの 溶液 を、同系列 濃度

B ．手順

　野球場 グ ラ ン ドに 併設 され て い る 施設 の 室内で 測

定 を実 施 した ．照 明は 蛍光灯で あ り．室 内 照度 は

6001x程 度 室 内壁 面が オ フ ホ ワ イ ト色 で あ っ た．

まず，暁液 pH 測定お よ び POMS 　（Profile　 of 　Mood

States） テ ス トを 行 っ た ．そ の 後，味覚試験 に お け

る 注意事項を 口頭に て 説明 し，味覚試 験 を行 っ た．

味覚 試験 が終了 した 被験者か ら体組成測定 を行 い ，

通常練習 を開始 した．練習終了後 は，体組 成測 定．

唾液 pH 測定，味覚試験 POMS テ ス トの 順 に練習

前 と同様に 実 施 した．

Table　l　 Environment　during　 exercise

Temperature（℃〕

Globe　 temperaturc （℃）

Relative　hu皿 idity｛96）

Wind　vclDci 守 　（rri／s ）

Ncw 　effective 　temperat しre （C ）

“ ret
　bulb　globe　temperature （℃ ）

Radiative　 temperature （C ）

Dew −point 　temperature （℃）

28．7± 1，0

29．9士 1，1

77、4士 3．30

．8± 0．5

3D　8土1、1

26．6± ⊥、5

30．1± 1．1

24、2」：0．4

ActiviΨ factor

Time （h）

3．64

．0

An　values 　are　averages （｝f　the　value 　measured 　cvery 　minute

du且ng 　exercise ．　Mean ± SD ・
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の低 い もの か ら高 い もの へ と順 次約 5 秒間口 に含

み，吐 き出 した ，各々 ，試飲前お よ び試飲 間に は蒸

留水で 口 をすすい だ．味の 判定 に つ い て は解答用紙

に 自記式 で 行 い ，
一度記 入 した結果 は訂正不可 と し

た，廿 味
・
塩味

・酸味溶液 の 試験順序は ラ ン ダ ム に

設定 し，順 序効果 を排除 した ，実験中 は他人 との相

談は厳禁と し，被験者 の 意思 の み で 判断する よう環

境 を設定 した ，閾値 の 決定に つ い て は，水 と の 違い

を判断 した最低段階を検知閾値 昧の種類 を断定 し

た 最低段階 を認知閾値 と した．な お，各等差 濃度溶

液の最高濃度の 8段階 目で も味の 判別が不能な もの

は ， 9段 階目で 判 断 した もの とした
1： 26）

．

点の 合計 か ら 「V」得 点を差 し引 い た Tota1　Mood

Disturbance（TMD ）得点 を算出 した．

5 ，食物摂取頻度調査

　吉村ら に 開発され た食物摂取頻度調査表 「エ ク セ

ル 栄養君食物摂取頻度 調査 FFQg 　Ver．2．0」
aE）

を用 い ，

最近 1 ヶ 月の 食事に つ い て 栄養素等 摂取状 況お よび

食品群別摂取 頻 度 を調 査 し た
鋤 ．調査 用 紙 に 記人

後 管理栄養士 お よ び栄養士 に よ り 1対 1 の 面談を

行い 調査 の 精度 を高 め た ．また，栄養捕助食 品 ・サ

プ リメ ン ト （プ ロ テ イ ン を含 む）は上記 の 調査 表か

ら は算出せ ず，後に加算 した ．

2 ．水 分摂取量 お よ び 発汗量

　運動 中の 水分摂取 は 個 人 に 配布 した ミ ネラ ル

ウ ォ
ー

タ
ー

か らの 自由飲水 の み と した．運動後に ミ

ネ ラ ル ウ ォ
ー タ ー

を 回 収 レ 電 子 ば か り

（Adventurer　Pro　AV413C ，
　OHAOS ）で 計量 し，運動

前に配布 した ミ ネ ラ ル ウ ォ
ータ

ー
の量か ら，運動後

の 残量 を引 き，水分摂取量 を算出 した，発汗量 は体

組成計 （BC −118，　TANITA ＞を用 い て 運 動負荷前後

で体重 を 測 定 し，運 動前後 の 体重 と水分摂取 量 か ら

〔発 汗量 ＝運 動前体重 一運 動後体重 ＋ 水分摂取量〕

で 算出 した ．なお，実験 中 に排尿 排便 した もの は

い なか っ た ．

3．唾 液 pH

　試験 1時間前か らの 水以 外の 飲食 は禁止 と した，

唾液pH は 口 をすす ぐこ とに よ っ て 生理的な唾液pH

に もど る こ とか ら
4）
，約30ml 蒸留水で 口 腔 内を

．
卜分

にす す ぎ，口 腔 内の 水分 を吐 き出させ，そ の 後，唾

液 を匙 に吐 き出 し，pH 試験 紙 （BTP 　ADVANTEC ，

Tokyo　Roshi　Kaisha
，
　Ltd，）を唾液に浸 しt 直 ちに比

色 表 に 照 合 し pH 値を決定 し た ．

4 ．POMS （Profile　of 　Mood 　States）テ ス ト

　運動負荷前後に
一

時的な気分 ・感情の 状態が測定

で きる POMS 短縮版調査 用 紙
1s｝

を用 い た 、　 POMS は

栄養 ・精神薬理
・環境 ・

運動 の 分 野 で 気分 を評価 す

る にあた り，幅広 く利用 され て い る
W ，「緊張 一不安

（T −A）」「抑うつ 一落ち込 み （D）」「怒 り
一
敵意 （A −

H ）」「活気 （V）」「疲労 （F＞」「混乱 （C）」 の 6 つ の

気分尺 度 を 評価 した，POMS で得た得点は T 得点に

換算 し標準化 し た
’w ）．また ，「V」以外 の 5尺度 の 得

E． 統計処埋

　統計量は平均値 ± 標準偏差 で示 し た．運動負荷前

後 の 味覚閾イ直 唾液 pH お よ び POMS の 差 の 検定に

は対応 の ある t検定を用 い た．水分 摂取量 と発汗量

の 関連性 に つ い て Peasonの 相関係数を用 い た ．ま

た，人数比 に 関して は x　
2ifi

定を行 っ た．有意水準は

5 ％ 未満と した，

皿，結果

A ． 被験者の特性

1 ．被験 者の 身体特性お よ び栄養素等摂取状 況

　被 験 者 の 身長 は 工73．4± 6．Ocm，運 動 前 体 重 は

68．1± 6．8kg 体 脂 肪 率 は 13．8± 3．6％，　 BMI は

22．6± 1．4k 望m2 で あ っ た，また，被験者の 運動歴は

12．4± 0．5年，野 球歴 は 10，9± 0，5年 で あ っ た ．栄養

素等摂取状況 は，摂取 エ ネル ギ
ー3944± 179kcal，た

ん ぱ く質133．1± 8．lg，脂質118，6± 7，6g，炭水化物

566．4± 27．7g で あ っ た．なお，食物摂取頻度調査に

よ り求 め た栄養素等摂取状況 の 違 い に よ る 味覚閾値

に 関連性が 見 られ なか っ た こ とを確認 し た．

2 ．水分摂取量 ，発汗量 お よ び体 重減少率

　運 動 中 の 水分 摂取 量 は 2242± 416gで あ っ た ．ま

た，運動 負荷 前後 の 体重 よ り，発汗量 は 3220± 540

g，体重 減 少率 は 1，4± 0．5％ で あ っ た ．運 動 中 の 水

分摂取量 と発汗量 の 関係 を検討 した と こ ろ （Fig．

1），水分摂取量 と発汗量 に 強 い 正 の 相関関係 が 認 め

られ た 〔r ＝0．75，p ＜0，01），

3　 唾液 pH

運 動 負 荷 前 後 で ，唾 ta　pH6 ．　75　±O．07か ら
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7．04± 0．04に 有意 に 上昇 した （p 〈0、01）．な お ．運

動前後で 唾液 pH が低下 した もの は 4 名 ，上 昇 し た

もの は 12名，変化しなか っ た もの は 2名で あ っ た．

4 ．POMS テ ス ト

　運動 前に 比 べ 運動後 で 緊張
一

不安 （TA ）お よ び

疲労 ぐF）が有意に低下 した （p 〈0．05，p く 0．05）．

抑 うつ 一落 ち込 み （D ），怒 り一敵意 （A −H ），活気

（V），混乱 （C）の 気分尺度に 運 動前に 比 べ 運動後で

有 意 差 は 見 ら れ な か っ た （Fig．2）．ま た ，　 TMD 得

点 は運 動前 に 比 べ 運 動 後 で 有 意 に 低下 した （p ＜

0、05）．

運 動 後O．　02gflOOmlで あ り，認 知 閾 値 は 運 動 前

O．15拶100m1，運 動後0，〔〕9尠
’100m1で あ っ た ．酸味 の

検 知 閾 値 は 運 動 前 〔〕．0015拶100mL 運 動 後

0．0013g〆100m1で あ り，認 知 閾 値 は 運 動 前

0．OO2Sg！lOOm1，運動後0，0020g／lOOm1で あ っ た．

　 な お ，最 高濃度 で あ る 8 段 階 H （ス ク ロ ー
ス

1．15g！100m1，塩 化 ナ 1・リ ウ ム 0．15g！10Gml，ク エ ン

酸O．　OO4J「91100ml）に お い て 判 別不 能 で 閾値 が算 出

で きなか っ た もの は ，廿味 で 運動前 3 名 （17％）運

動後 2 名 （11％），塩味 で 運動前 9 名 （50％）運動後

6 名 （33％），酸味で 運動前 5 名 （28％ ），運動後 3

名 （17％ ） で あ っ た．

B ． 味覚閾値

　運動負荷前後で 味覚閾値 に 変化が見 られた （Fig．

3），甘味は検知閾値に有意差 は見 られず，認知閾値

が運 動前 に比 べ 連動後 で 低下 傾 向に あ っ た （p ＝＝

0．066），塩味は，検知閾値に 有意差は 見ら れず，認

知閾値が 運動前 に 比 べ 運 動後で有意に 低下 し た （p

＜ 0、05）．酸 味 は，検知 閾値 が 運動 前 に 比 べ 連動 後

で 有 意 に低 1・
．
し （p く0．05），認知 閾値に有意差 は見

ら れ な か っ た．各閾値 の 中央値は ，甘 味 の 検知閾値

が 運 動前0．25g〆100m1，運動 後〔〕．18g〆100m1 で あ り，

認知 閾値 は 運動前 0、70暫100ml，運動 後 0、　55gt10〔｝ml

で あ っ た．塩 味の 検知 閾値 は運 動 前 O．0391100ml、

5000

4000

−

」

．
IILIII

亠

0

　

0

0

　

0

0

　

0

3

　

2

（
 ）
鋸

雲
。っ

o 魚 ト
ー 一 一一一一一 L − 一一一

　 〇　　　　　　　　2000 　　　　　　3000 　　　　　　4000

　　　　　　 Flu壬dirltake （9）

Fig，1　 Correlation　 between　 fluid　in吐ake 　 and 　 sweat

　 　 　 during　exerCise

　 　 　 The　difference　in　 sweat 　slgni 「icantly　extends

　 　 　 as 　an 　Increase　in　fiuid　intake　（r　＝0．75，

　 　 　 p ＜ 0．01），

C，運 動中の 発汗量 が 味覚閾値変化 量 に 及 ぼ す影響

　運動中の 発汗量 が味覚閾値変化量 に及ぼす影響を

検討す る た め ，運動 中の 発汗量 を平均値で 2 群 に 分

け，平均未満群 （n ＝1012828± 284g）と平均以上群

（n ＝8 ：3709± 223g） に お け る運動前後 の 味覚閾値

変化量 を検討 した．そ の結果 運動前後で の甘味閾

値 の 変化量 は検知 劇値、認 知 閾値 ともに 両 群 に 差 は

見 られなか っ た．しか し，塩 味閾値変化量 は検知 閾

値で平均以 一ヒ群 が 平均未満 群 に 比 べ 有意 な低下 を 示

し （p ＜ 0．05），認 知 閾値 に 差 は 見 ら れ な か っ た

（Fig，4）．酸味 閾値変化 量 は検知 閾値 に お い て ，平

均 以 E 群が 平均未満群 に比 べ 有意な低 下 を示 し

（p く 0，05），認知閾値 に 差 は見 られ な か っ た ．

：：［
9

T
　 　 　 f

　 OT
−A 　 D 　 A ・H 　 V 　　 F 　　 C

Fig，2　Change 　 of　 POMS 　 score 　 between　pre　 arld

　 　 　 post　exercise

　　　⊂）： pre　exercise ，藷灘： post　exercise 、　Values

　 　 　 are 　means ±SD ．’indicates　significant　di幵er−

　 　 　 ence 　between 　pre　arld　post　 exercise ．

　 　 　 （p ＜ 0．05＞．
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暑熱 下 での 屋 外 ス ポー
ツ 活 動 が 味覚閾値 に 及ぼす影響
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Fig．3　Change 　of　thresholds　between　pre　and

　 　 　 post　eXerCise

　　　 O 二　detection　thresheld ，　圏 ；　recognition

　 　 　 threshold．　 Values　are 　meens ±SD．＊ indi−

　　　 oates 　significant 　difference　between　pre

　　　 arld 　post　exercise ．（pく0．05），

］v ，考察

　大 学生 ア ス リー トを対象 と し通常練習期の練習前

後で 味覚閾値試験 を行 な っ た．本 実験 で の 運動 は，

運動時間 が 4 時間 と 長 時 間 であ っ た こ とに加 え，

Activity　factor　3．6で ある た め ，健康増 進 の た め の 運

動で はな く被験者に か な り高 い 負荷の か か る ス ポ ー

ッ 活動 で あ っ た と考 え られ る ，

　運動前後で 甘 味
・
塩味

・
酸味閾値測 定を行 っ た結

果 ，運 動前に比 べ 運 動後で 塩味認知 閾値 と 酸味検知

閾値の 低下が見 られ，また，甘味認知閾値の 低下傾

向が見 ら れ た ．こ れ らの 結果 は 運動 に よ る 味覚閾値

変化が見 られ なか っ た Horioら
6）
の 報 告 とは 異な っ

た ．こ れ は，本 研究で の 被験者 が 目常的 に トレ
ー

ニ

ン グを行 っ て い る ア ス リー
トで あ っ た こ と，実践的

な練 習 の 場 で 行 われ た こ とに よ る 運 動時間，気温 ・

湿度な ど の 環境 運動負荷，場所等が異 な っ たため

と 考 え ら れ る．

　塩 味検知閾値が運動前に比 べ 運動後で 低 下 した こ

と は，運動 に よ る発汗 で ．ミ ネラ ル を損失 した こ と に

よ る こ と が考えられ る．こ の こ とは．発汗量 の 少な

か っ た 群と比較 し，発汗量 の 多か っ た群 で 塩味閾値

変化量が低下 した こ とか らも裏付け られ る，発汗量

NaCl

1

0

−

り臼

3

剛
 

〉

呂
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⊥

「 ．
⊥
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一
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　　　Detection　thre5hold　Reeognition　threshold

Fig・4　Variation　of　sa ［ty　threshold　between 　pre

　　 　 and 　 post　 exercise （sweaUoss ）

　　　 Subjects　were 　divided　into　two　groups

　 　 　 aCcording 　to　the　 amount 　 of　 sWeat 　Ioss．■ ：

　　　The 　 groups　 of 　thresho 「d　 with 　Iess−average

　　　 sweat 　 loss
，

口： The 　groups　of　 threshold

　　 　 With 　 mUCh −aVerage 　 SWeat 　 IOSS，　 ValUeS 　 are

　　　 means 　±　SD ．　
＊

　Indicates　 significant

　　　difference　between　two　groups 　（pくO．05）．
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本岡 佑 子 ・麻見「白：美

の 多い 運動時 で は ，発汗 に よ り体内 の ナ ト リ ウ ム が

減少 す る
17・a ’］，そ の ため，運動 中 に は ナ トリ ウ ム を

含む飲料 の 摂取 を推 奨
32，

して い る．・一方で ， ト レー

ニ ン グ 開始時期を除 き，多量 の 発汗 で な けれ ば通常

の 食事で 電解質の 補充 は で きる た め ，必 ず しも運動

中 の 電 解質補 充は必要 で ない
’1，27 ）

とい う見解 もある ．

また ，2005年度版 目本人の 食事摂取 基準
3＞
に よ る と，

電解質補給が 必要 と され る の は発汗の 総量が 3 リ ッ

トル を超 え た場合 と され ，通 常は バ ラ ン ス の と れ た

食事 に よる補給で 十分で あ る とされ て い る．以上 の

こ と よ り，発汗量 の 少 なか っ た 群 で は ，発汗 に よる

ミネ ラ ル 損失が体 内貯蔵で 補 えた
一方で ，発汗景 の

多か っ た 群 で は 体内 ミ ネ ラ ル 損 失が 起こ り，そ の シ

グ ナ ル と し て 塩 味閾値が 低下 した可能性が示唆 され

た．

　 しか し，運 動前 に塩味 閾値 にお い て ，塩化 ナ トリ

ウ ム の 最高 濃度 で あ る 0．15g！100m正で 味 の 判別 を で

きな い もの が ，被．験者の半数い た．本研究で 用 い た

塩 化 ナ ト リ ウ ム の 濃 度 は．O．01−・O、15g〆100ml で

あ っ た．　 般 に全口腔法で の 塩昧閾値 は，20歳前 後

の 健常 者 で は，検知閾値が0．029〜O．032％，認知閾

値が O．071〜O．094％ で あ i／　
7，s〕

，0．1591100miで 認 知

不 可 で あ っ た こ とは本研 究 の 被験者 の 塩 味閾値が 高

値で あ っ た と考え られ る ．実験 が夏期 トレーニ ン グ

の 期間中に 行な わ れ た こ と が，味覚 閾値に 影響 した

可能性 が考 え ら れ た ．また ，体育会に 所 属す る大学

生 の 食塩 味覚閾値が 高 い と い う結 果と　致 し た
’3）．

本研究で は，栄養素等摂取量 の 違 い に よ る味覚閾値

に 関連性は見 られなか っ た が ，被験者 の 食習慣が影

響 して い る可能性がある．今後 塩味溶液の 濃度設

定 を冉検討 し．正確 な実測値 を得 る た め ，さ ら な る

解析 を行 う必要がある．

　 運動前に 比 べ ，運動後に 酸味閾値が 低 トした．こ

れ は，運 動 に よ り ク エ ン 酸等 の 肝 臓 内 有機 酸が，

ATP 　Ek産や糖 新 生 の 促進な ど エ ネ ル ギ ー産 生 に 関与

し た た め，運 動後の 酸味 閾値 に 影響 を及 ぼ した可能

性が 考え られ る ，肝職 の グ リ コ ー
ゲ ン が 激 減す る よ

うな激 しい 運動を行 っ たあ とで は酸味物質の 嗜好率

が 上 昇す る
ID｝

との 報 告 もあ る こ と か ら、有機酸 へ の

欲求 が酸 眛閾値 の 低下 へ と反映 さ れ た こ と が 考え ら

れ る ．また ．エ ネ ル ギ ー物質 の 指標 と して 考え られ

て い る廿味に 関 して も，運動 後に閾値 低 ド傾 向が見

ら れ た．運動 に よ り失 っ た糖質 を補充する た め に，

エ ネル ギ
ー源 の 指標 とな る 甘味に 対 して 鋭敏 に な

り．甘 味 閾値 が 低 トした の で はな い か と考え ら れ

る．こ の よ うな味覚変化 は．消 費 された エ ネル ギ
ー

等 に対する 欲 求の シ グ ナ ル とな る 叮能性 が示唆 され

た，

　本実験 で は，唾液 pH を測定 した．こ れ は ．唾液

の 主 な役割が 味覚受容器を保 護する こ と や，味受

容の 初期過程で 味物質を溶解 して 味細胞 に伝える こ

と で ，唾 液構成物 質は科学的に 味物質 と交 わ り
le．

味細胞 の 表面 を 覆 う粘 液物 質の イオ ン 組成 は味覚感

受性に お い て 重要で ある
一 za〕

た め で あ る，運動 前 の

嶢液 pH が 6，75で あ っ た の に対 し、運 動後で は 7．04

とな っ た． ヒ トの 安 静時 の 唾 液pH は約6．8で あ り，

疲労 に よ り酸 1生もし くは ア ル カ リ性 に 傾 く
19）

とい わ

れ て い る．そ の た め ，本実験 の 運動に よ り
一

過性 の

疲労が 生 じ た こ とを確認し た ．．・方，POMS の 結果

か らは運動前 に 比 べ 運動 後で 疲 労が低下 し た．こ れ

は 本実験が 甲・朝 か ら開始 された こ と に加 え，夏期の

練習期で あっ た た め 実験開始前か らす で に精神的疲

労が 蓄積 し て い た 可 能性が 考え られ る．こ れ ら の 唾

液 pH ，　 POMS の 変 動が味 覚閾値 に何 ら か の 影響 を

及 ぼ して い る と 考 えられ る が，今回の 検討で は直接

的な影響は確認 で きなか っ た．今後 　こ の ような生

体 内変化 と味覚閾値 の 変動 に つ い て さ ら に検討す る

必要があ る と考え る、

　 また ，白発的脱水 の 予防 に は，積極的 に水分 を摂

取 で きる お い しい と感 じ る 味 で あ る こ と が 重要 で あ

る が ，運 動前後で 味覚 閾値が 低下 し て い る こ と よ

り、味覚感受性が上昇 し，お い しい と感 じる味が 変

化 して い る 可能性 が 考 えられ る ．そ の 味 の 濃度 が 運

動前後で濃 くな る の か，薄 くな る の か は 明自で は な

い ため ，今後，自発 的脱水 を予防可能 な具体的水 分

摂取方法を検討する必要があ る．

　以 ヒよ り，運動 に よ り牛 じた 牛休内変化 が 味覚閾

値に影響を及 ぼす可能性が示され た ，また，こ の味

覚 閾値変化 は 発汗 量 に よ り影響 さ れ る こ とが推察 さ

れた．運動 に よ り失 っ た ミ ネ ラ ル や消費された エ ネ

ル ギ ーに 対 す る 体内欲求が 生 じ，そ の 体 内欲求 に 相

当す る味物 質 を検知す るた め に 味覚閾値が 変化 し，

運動時 の 味感受性 を変化 さ せ る 口1
．
能性 が示唆 され

た．

V ．結論

　本研究 で は，ア ス リ
ー

トの 自発 的脱水 を改善す る

知見 を得 る た め 　ア ス リ
ー

トの 実践 練習 に お け る味
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暑 熱 下で の 屋 外 ス ポ
ー

ツ 活動が 味覚閾値 に 及 ぼ す影響

覚変化 を検討 した．大学野球部選手 を対象 に，練習

期 に 通常行 っ て い る トレ ーニ ン グ 前後で 甘味，塩

味，酸味閾値，脈液pH ，　 POMS お よ び運動中の 発汗

量，水分摂取量 の 測定を行 っ た．そ の 結果，運動前

に 比 べ 運動後で 塩 味認知閾値 と酸 味検知閾値 の 低 下

が見 られ，甘 味認知閾値 の 低
一
ド傾向が見られ た．ま

た ，唾液 pH の 上昇，気分状況プ ロ フ ィ
ール の 改善

が 明 らか とな っ た．運動 に よ り生 じた発汗に よる生

体内変化 が味覚閾値 に 影響 を及ぼす 口」
’
能性が示唆 さ

れ た ．
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